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『ナミヤ雑貨店の奇蹟』

≪あらすじ 紹介≫ 

悪事を働いた 3 人が逃げ込んだ古い家。そこはかつて悩み相談

を請け負っていた雑貨店だった。廃業しているはずの店内に、突

然シャッターの郵便口から悩み相談の手紙が落ちてきた。時空を

超えて過去から投函されたのか? 3 人は戸惑いながらも当時の

店主・浪矢雄治に代わって返事を書くが…。次第に明らかになる

雑貨店の秘密と、ある児童養護施設との関係。悩める人々を救っ

てきた雑貨店は、最後に再び奇蹟を起こせるか!? 

  
 

『ナミヤ雑貨店の奇蹟』
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レジ袋が有料化されたり、ストローが紙製になったりと、

「プラごみ削減」の意識が高まってきています。 

 でも、そもそもなぜプラスチックがいけないのか、どの

ような問題が起きているのか、プラスチックを使用しない

ためにはどうしたらよいか、ぼんやりとしか分かっていな

いのではないでしょうか。 

 この本は、タイトルの通り、プラスチックが引き起こす

環境問題について、科学的なデータに基づいて、詳しくか

つ分かりやすく説明されています。 

 たくさんの知識を得ると、行動が変わってきます。この

本を読んで、みなさんも「脱プラ生活」への一歩を踏み出

してみませんか。 
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私は成績表が「オール 1」の落ちこぼれでした。 

「いじめ」「引きこもり」「学校嫌い」… 

すべてのどん底を経験して分かったことは、勉強ができない子どもほ

ど可能性はあること。目標を持てば必ず夢はかなうということ。皆さん

にも私の体験を知ってもらいたい。 

 

 人は夢があれば変われるんだ！ 

 

 愛知県で高校の数学教師をしている、宮本延春さんの実

話です。勉強が苦手と思っている人たちに、勇気と希望を

与えてくれる一冊です。 

 

 

       



・私のお薦めの本・ 

書名  「うたうとは小さないのちひろいあげ」 

続編「空はいまぼくらふたりを中心に」 

著者名   村上 しいこ 

出版社   講談社 

あらすじ 

『うた部』は、短歌を作る部活動。短歌甲子園をめざす高校生たちの青春

小説。いじめや恋、友達との関わりなどを通して、部員たちが成長していく

姿を描いています。続編では、トランスジェンダーの登場人物の気持ちもつ

づられています。 

 

お薦めポイント 

 『うた部』の部員たちが自由な感性で詠んだ短歌とともに、有名な歌人の

短歌も紹介されていて、心を動かされます。個性豊かな登場人物たちの、そ

れぞれの心情が伝わってきて、自分の気持ちを見つめる機会にもなる物語。

１学期に短歌を作った 2 年生、これから古典の和歌集を学ぶ 3 年生にもお

薦めです。  

物語中（続編）に出てきて、私がみなさんに伝えたくなった短歌を紹介し

ます。  

 けふもまたこころの鉦
かね

をうち鳴らし 

うち鳴らしつつあくがれて行く     若山牧水 

 

       氏名   圡金  由美  
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第 1 巻「青春ブタ野郎はバニーガール先輩の夢を見ない」をご紹介❕ 

 

 ――思春期症候群―― 

 

不安定な精神状態によって引き起こされるとネットで噂の不思議現象。 

空と海が輝く町で心揺れる少女たちとの不思議な物語が始まる。 

梓川咲太、高校 2 年生。江の島からほど近いとある高校に通う彼は、この年、様々な

〝思春期症候群″を引き起こした少女たちと出会う。 

たとえばそれは、図書館で出会った野生のバニーガール。 

彼女の正体は、高校生の上級生にして活動休止中の女優、桜島麻衣先輩。 

魅惑的な彼女の姿は、なぜか周囲の人間の目には映っていなかった。 

彼女はなぜ見えなくなってしまうのか―。 

謎の解決に乗り出した咲太は、麻衣と過ごす時間の中で、彼女の秘める思いを知り…。 

麻衣はその言葉に推されて芸能界復帰を決断するが、思春期症候群の影響がどんどん

広がって麻衣を認識できない人間が増えていく。 

 

純粋に一言：感動します。青春のときの気持ち・思いが詰まった作品です。 
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建築家になりたい君へ (14 歳の世渡り術)
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「優子には父三人、母が二人います。」 

自分の意志だけでは変えられないこともたくさんある

世の中ですが、自分の気持ち、相手の気持ちを大切にして

いる物語です。 

 読後、とてもやさしい気持ちなり、家族や友人、自分に

関わる多くの人に尊敬と感謝の気持ちを大切にしたいと

思いました。また、「家族」という言葉の意味を、改めて考

えさせてくれた作品です。 

 

 映画化もされています。主演 永野芽郁さんです。 

みなさんぜひ読んでみてください。 
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・私のお薦めの本・ 

書名 人生で大切なことはすべてスラムダンクが教えてくれた 

著者名 野中 根太郎 

出版社 アイバス出版 

  自分の好きな曲、尊敬する人など、 

  みなさんは自分の考えや人生に影響を与える、忘れられない
様々なことばに出会っていると思います。 

    私は、小学生の時に「スラムダンク」という漫画に出会い 

  ました。今でも、自分を勇気づけてくれる言葉があります。 
  この本では、様々な言葉が紹介されています。  

 

  「現時点で山王に負けてるんだったら、オレがその分 

   伸びればいーんだ。 打倒・山王はこの桜木が果たす！」 

   

   自分ができることを取り組み、ひたむきに努力すること、 

そして、あきらめない前向きな姿勢。自分自身も見習いたい 

なと感じ、この言葉を選びました。 

  図書室には漫画もあり、今年は映画も公開されるようです。 

是非とも、漫画でもこの本でも、読んでみてください。 

 

 

 

       氏名    塩野 景子 
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「運」

「運」を掴む

「素直」

誰にでもできる日常の心がけ
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・私のお薦めの本・ 

書名 毒笑小説 

著者名 東野圭吾 

出版社 集英社文庫 

大人気作家の東野圭吾が執筆したユーモア小説の短編

集です。他に歪笑小説、怪笑小説、黒笑小説と、シリーズ

があります。 

「ユーモア小説ほど執筆が難しいものはない」と筆者が

述べていますが、東野さんにとってはめずらしいジャンル

ですね。どの作品も毒のある笑いを極めた会心の短編集で

す。 

一作目の「誘拐天国」は暇を持て余す爺さん仲間が思い

ついたスゴい計画とは・・・。大げさかもですが、身の毛

もよだつ可笑しさと恐ろしさを兼ねそろえた作品ぞろい

です。ぜひご一読を。 

 

 

       氏名    山永 美保 
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「依頼人の先祖をたどってくれるのですよね？」 

「はい、先祖探偵ですから，ご希望のところまで

ご先祖様を調査差し上げます。もちろん調査の限界

はありますが」 

 谷中銀座の裏「へび道」と呼ばれる路地沿いの

ビルの２階にその探偵事務所はある。 

 作者の新川帆立は、作品をハードボイルドに設

定したようだが、探偵の邑楽風子（おうらふうこ）

はどっちかというと民俗学のフィールドワークが似

合っている。 

 違った味が楽しめる５篇で、是非シリーズ化し

てほしい作品だ。 
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FC バルセロナの監督として、史上最強ともされたチ

ームを作り上げ、FC バイエルン・ミュンヘンでも数々の

タイトルを勝ち取り、現在マンチェスター・シティ FCの

監督として世界のスター選手を束ねる名将グアルディオ

ラ。その「グアルディオラ５８の教え」を通して人生にお

ける多くの教訓を学ぶことができる一冊である。 

「勝利の瞬間にこそ反省を」、「うますぎる話は嫌われ

る」、「グッド・ルーザーの条件」、「人生はトータル・フッ

トボール」など、数々のグアルディオラらしい言葉があふ

れ、ピッチで戦う姿勢がまさに「人生の縮図」であること

を表している。今も世界最高峰で戦い続けるグアルディオ

ラから学ぶことは多い。 
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＊よのなかルール７ 

すてきな人に出会えるように、自分も「すてきな人」になる。 

＊よのなかルール 50 

  人生の主役は自分自身。 

人生の進路は自分で決める。 
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・私のお薦めの本・ 

書名 神の亡霊～近代という物語～ 

著者名 小坂井 敏晶 

出版社 東京大学出版会 

本には様々なジャンルがある。例えば小説やエッセイ、漫画など

が代表的なジャンルとして挙げられる。この本は「批評」というジ

ャンルである。批評を定義することは簡単ではないが、あえて言え

ば「著者がある事象について考えたことを書いた文章」である。 

著者は現在パリに在住し、大学で教鞭を取っている。「頑固な無

神論者」を自称しながら、西洋文明における「宗教の重み」を肌で

感じ、その中で疑問に感じたことや、発見などを語っている。著者

が言うには「近代とは神から解放された科学的で普遍的な価値観に

支えられた正しい社会」のはずが、いくつかの事例を取り上げなが

ら、実はまったくそうではない事を暴き、そんな事象にたいして「神

の亡霊」を見出す。例えば、日本では 1948 年以降、人工妊娠中絶

が合法化されている。一方で、アイルランドで中絶をすると 2013

年の法改正までは母親に終身刑が課せられていた。 

双方は同じ行為にも関わらず課せられる責任に大きな差がある。

この差はどのような価値観から生まれているのかなどを著者の視

点で批評するのが本作の魅力だ。 

 

       
氏名    清水 勇気 
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アメリカの第３４代大統領、フランクリン・ルーズヴェルトはご存知

だろうか？野球好きの彼が一番面白いと言ったのが、８対７の試合だっ

たと言う。 
 
この本は、大手ライバル企業に攻勢をかけられ、経営難に苦しむ中小

企業「青島（あおしま）製作所」が舞台である。 
聖域なきリストラ策が進められる中、廃部の危機に直面した実業団野

球部、打開策を探る経営陣、起死回生の新商品を開発しようとする技術

者など、いろいろな視点から物語が進んでいく。経営者、営業、経理、

技術者、マネージャー、選手、監督、ライバル、それぞれの立場でのも

のの見方、考え方がよく表れていて、人間模様が面白い。 
 
経営面から見たら、コストにしかならない野球部を残す意味があるの

か、経営とは何なのか、会社とは誰のための物なのか、利益をあげれば

それでいいのか、という本質的な問いも散りばめられている。 
 
野球も人生も、７点取られたら８点返せばいい。ピンチの場面でも、

愚直に、一心に、真面目でいることの大切さが書かれている。 
 
自分の会社や野球部に誇りが持てるかどうかで、その未来が決まる。 
熱意が連鎖して、奇跡の大逆転「ルーズヴェルト・ゲーム」に向けて

人の心が動かされていく。 
ぜひ、読んでみてください。 

 

       


